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(57)【要約】
【目的】撮像シーンが切り替わっても比較的適切に露光
量を決定する。
【構成】撮像モードが設定されると，シャッタ・レリー
ズ・ボタン２の第一段階の押下前において第１回目の撮
像シーン判別が行われる。第１回目の撮像シーン判別で
判別された撮像シーンに適したプログラム線図を用いて
第１の露光量が算出される。第１の露光量に対応する露
出で合焦制御のための撮像が行われ，画像データが得ら
れる。得られた画像データにもとづいて合焦制御が行わ
れ，再び撮像される。撮像により得られた画像データか
ら第２回目の撮像シーン判別が行われる。第２回目の撮
像シーン判別で判別された撮像シーンに適したプログラ
ム線図を用いて第２の露光量が算出される。第２の露光
量に対応する露出で記録のための撮像が行われ，得られ
た画像データが記録される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二段ストローク・タイプのシャッタ・レリーズ・ボタン，
　撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返して撮像し，被写体像を表す画
像データを一定周期で出力する撮像手段，
　上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別
する第１の撮像シーン判別手段，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像手段から出力さ
れる画像データを用いて，被写体輝度を表す測光値を算出する第１の測光値算出手段，
　上記第１の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用
いて，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値に対応する露光量を決定する
第１の露光量決定手段，
　上記第１の露光量決定手段によって決定された露光量で被写体を撮像するように上記撮
像手段を制御する第１の撮像制御手段，
　上記第１の撮像制御手段の制御のもとに被写体を撮像することにより上記撮像手段から
出力された画像データにもとづいて撮像レンズを位置決めする合焦制御手段，
　上記第１の露光量決定手段によって決定された露光量となるように，かつ上記合焦制御
手段により位置決めされた撮像レンズ位置で被写体を撮像するように上記撮像手段を制御
する第２の撮像制御手段
　上記第２の撮像制御手段の制御のもとに被写体を撮像することにより上記撮像手段から
出力された画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別する第２の撮像シー
ン判別手段，
　上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用
いて，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値に対応する露光量を決定する
第２の露光量決定手段，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，上記第２の露光量決定手
段によって決定された露光量で被写体を撮像するように上記撮像手段を制御する第３の撮
像制御手段，および
　上記第３の撮像制御手段の制御のもとに被写体が撮像されることにより上記撮像手段か
ら出力される画像データを記録媒体に記録する記録制御手段，
　を備えたディジタル・スチル・カメラ。
【請求項２】
　上記第１の撮像シーン判別手段により判別された撮像シーンと上記第２の撮像シーン判
別手段により判別された撮像シーンとが同一の撮像シーンかどうかを判定するシーン判定
手段，および
　上記シーン判定手段により同一の撮像シーンと判定されたことに応じて，露光量決定処
理を停止するように上記第２の露光量決定手段を制御し，かつ上記第１の露光量決定手段
によって決定された露光量で被写体を撮像するように上記第３の撮像制御手段を制御する
手段，
　をさらに備えた請求項１に記載のディジタル・スチル・カメラ。
【請求項３】
　上記第２の撮像シーン判別手段により撮像シーンが判別されたことに応じて，被写体輝
度を表す測光値を算出する第２の測光値算出手段をさらに備え，
　上記第２の露光量決定手段は，
　上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用
いて，上記第２の測光値算出手段によって算出された測光値に対応する露光量を決定する
ものである，
　請求項１または２に記載のディジタル・スチル・カメラ。
【請求項４】
　上記第１の測光値算出手段は，複数回の撮像により上記撮像手段から出力された複数駒
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分の画像データを用いて，被写体輝度を表す測光値を算出するものである，
　請求項１から３のうちいずれか一項に記載のディジタル・スチル・カメラ。
【請求項５】
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像手段から出力さ
れた画像データを記憶する画像メモリをさらに備え，
　上記第１の測光値算出手段は，上記画像メモリに記憶された画像データを用いて，被写
体輝度を表す測光値を算出するものである，
　請求項１から４のうちいずれか一項に記載のディジタル・スチル・カメラ。
【請求項６】
　撮像手段が，撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返して撮像し，被写
体像を表す画像データを一定周期で出力し，
　第１の撮像シーン判別手段が，上記撮像手段から出力された画像データによって表され
る被写体像の撮像シーンを判別し，
　第１の測光値算出手段が，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上
記撮像手段から出力される画像データを用いて，被写体輝度を表す測光値を算出し，
　第１の露光量決定手段が，上記第１の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シー
ン用のプログラム線図を用いて，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値に
対応する露光量を決定し，
　第１の撮像制御手段が，上記第１の露光量決定手段によって決定された露光量で被写体
を撮像するように上記撮像手段を制御し，
　合焦制御手段が，上記第１の撮像制御手段の制御のもとに被写体を撮像することにより
上記撮像手段から出力された画像データにもとづいて撮像レンズを位置決めし，
　第２の撮像制御手段が，上記第１の露光量決定手段によって決定された露光量となるよ
うに，かつ上記合焦制御手段により位置決めされた撮像レンズ位置で被写体を撮像するよ
うに上記撮像手段を制御し，
　第２の撮像シーン判別手段が，上記第２の撮像制御手段の制御のもとに被写体を撮像す
ることにより上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像の撮像シ
ーンを判別し，
　第２の露光量決定手段が，上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シー
ン用のプログラム線図を用いて，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値に
対応する露光量を決定し，
　第３の撮像制御手段が，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，
上記第２の露光量決定手段によって決定された露光量で被写体を撮像するように上記撮像
手段を制御し，
　記録制御手段が，上記第３の撮像制御手段の制御のもとに被写体が撮像されることによ
り上記撮像手段から出力される画像データを記録媒体に記録する，
ディジタル・スチル・カメラの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，ディジタル・スチル・カメラおよびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　露光量を決定するためには，プログラム線図が利用される。たとえば，異なる露光によ
り撮影した複数の画像を合成して一つの画像を生成する場合において分割測光領域のそれ
ぞれの基準輝度値を設定し，合焦範囲の輝度値が含まれている輝度領域の基準輝度値に対
する露光条件についてはシャッタ速度が高速になるようにプログラム線図から選択して露
光条件を決定するものがある（特許文献１）。
【特許文献１】特許第3974798号
【発明の開示】
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【０００３】
　撮像シーンに応じたプログラム線図を利用して露光量を決定する場合，撮像シーンが頻
繁に切り替わると，シーン判定をした時の撮像シーンと実際の記録時の撮像シーンとが変
わってしまうことがある。記録時の撮像シーンと異なった撮像シーンに適したプログラム
線図を用いて記録時の露光量が決定されることがある。このために，露光量を適切に決定
できないことがある。
【０００４】
　この発明は，撮像シーンが切り替わっても比較的適切に露光量を決定できるようにする
ことを目的とする。
【０００５】
　この発明によるディジタル・スチル・カメラは，二段ストローク・タイプのシャッタ・
レリーズ・ボタン，撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返して撮像し，
被写体像を表す画像データを一定周期で出力する撮像手段，上記撮像手段から出力された
画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別する第１の撮像シーン判別手段
，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像手段から出力さ
れる画像データを用いて，被写体輝度を表す測光値を算出する第１の測光値算出手段，上
記第１の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて
，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値に対応する露光量を決定する第１
の露光量決定手段，上記第１の露光量決定手段によって決定された露光量で被写体を撮像
するように上記撮像手段を制御する第１の撮像制御手段，上記第１の撮像制御手段の制御
のもとに被写体を撮像することにより上記撮像手段から出力された画像データにもとづい
て撮像レンズを位置決めする合焦制御手段，上記第１の露光量決定手段によって決定され
た露光量となるように，かつ上記合焦制御手段により位置決めされた撮像レンズ位置で被
写体を撮像するように上記撮像手段を制御する第２の撮像制御手段，上記第２の撮像制御
手段の制御のもとに被写体を撮像することにより上記撮像手段から出力された画像データ
によって表される被写体像の撮像シーンを判別する第２の撮像シーン判別手段，上記第２
の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて，上記
第１の測光値算出手段によって算出された測光値に対応する露光量を決定する第２の露光
量決定手段，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，上記第２の露
光量決定手段によって決定された露光量で被写体を撮像するように上記撮像手段を制御す
る第３の撮像制御手段，および上記第３の撮像制御手段の制御のもとに被写体が撮像され
ることにより上記撮像手段から出力される画像データを記録媒体に記録する記録制御手段
を備えていることを特徴とする。
【０００６】
　この発明は，上記ディジタル・スチル・カメラに適した制御方法も提供している。すな
わち，この方法は，撮像手段が，撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返
して撮像し，被写体像を表す画像データを一定周期で出力し，第１の撮像シーン判別手段
が，上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判
別し，第１の測光値算出手段が，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて
，上記撮像手段から出力される画像データを用いて，被写体輝度を表す測光値を算出し，
第１の露光量決定手段が，上記第１の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン
用のプログラム線図を用いて，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値に対
応する露光量を決定し，第１の撮像制御手段が，上記第１の露光量決定手段によって決定
された露光量で被写体を撮像するように上記撮像手段を制御し，合焦制御手段が，上記第
１の撮像制御手段の制御のもとに被写体を撮像することにより上記撮像手段から出力され
た画像データにもとづいて撮像レンズを位置決めし，第２の撮像制御手段が，上記第１の
露光量決定手段によって決定された露光量となるように，かつ上記合焦制御手段により位
置決めされた撮像レンズ位置で被写体を撮像するように上記撮像手段を制御し，第２の撮
像シーン判別手段が，上記第２の撮像制御手段の制御のもとに被写体を撮像することによ
り上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別



(5) JP 2010-34717 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

し，第２の露光量決定手段が，上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シ
ーン用のプログラム線図を用いて，上記第１の測光値算出手段によって算出された測光値
に対応する露光量を決定し，第３の撮像制御手段が，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの
第二段階の押下に応じて，上記第２の露光量決定手段によって決定された露光量で被写体
を撮像するように上記撮像手段を制御し，記録制御手段が，上記第３の撮像制御手段の制
御のもとに被写体が撮像されることにより上記撮像手段から出力される画像データを記録
媒体に記録するものである。
【０００７】
　この発明によると，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下前に第１の撮像シー
ン判別処理が行われており，合焦制御のための撮像レンズの位置決めには，第１の撮像シ
ーン判別処理において判別された撮像シーンに適したプログラム線図を用いて算出される
露光量で撮像された画像データが用いられる。画像データの記録時には，合焦制御のため
に位置決めされた撮像レンズ位置で撮像された画像データから第２の撮像シーン判別処理
が行われ，その第２の撮像シーン判別処理で判別された撮像シーンに適したプログラム線
図を用いて露光量が再び算出される。シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下があ
ると，再び算出された露光量で被写体が撮像されて，撮像により得られた画像データが記
録媒体に記録される。合焦制御のための撮像シーン判別のほかに，画像データの記録時の
露光量を決定するための撮像シーン判別が行われているので，画像データの記録時の撮像
シーンを正確に判別でき，比較的正確に露光量を決定できる。
【０００８】
　上記第１の撮像シーン判別手段により判別された撮像シーンと上記第２の撮像シーン判
別手段により判別された撮像シーンとが同一の撮像シーンかどうかを判定するシーン判定
手段，および上記シーン判定手段により同一の撮像シーンと判定されたことに応じて，露
光量決定処理を停止するように上記第２の露光量決定手段を制御し，かつ上記第１の露光
量決定手段によって決定された露光量で被写体を撮像するように上記第３の撮像制御手段
を制御する手段をさらに備えてもよい。
【０００９】
　上記第２の撮像シーン判別手段により撮像シーンが判別されたことに応じて，被写体輝
度を表す測光値を算出する第２の測光値算出手段をさらに備えてもよい。この場合，上記
第２の露光量決定手段は，上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン
用のプログラム線図を用いて，上記第２の測光値算出手段によって算出された測光値に対
応する露光量を決定するものとなろう。
【００１０】
　上記第１の測光値算出手段は，たとえば，複数回の撮像により上記撮像手段から出力さ
れた複数駒分の画像データを用いて，被写体輝度を表す測光値を算出するものである。
【００１１】
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像手段から出力さ
れた画像データを記憶する画像メモリをさらに備えてもよい。この場合，上記第１の測光
値算出手段は，上記画像メモリに記憶された画像データを用いて，被写体輝度を表す測光
値を算出するものとなろう。
【実施例】
【００１２】
　図１は，この発明の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を
示すブロック図である。
【００１３】
　ディジタル・スチル・カメラの全体の動作は，ＣＰＵ30によって統括される。
【００１４】
　ディジタル・スチル・カメラには，撮像モード，再生モード，その他のモードを設定す
るモード設定スイッチ１が設けられている。モード設定スイッチ１から出力されたモード
設定信号は，ＣＰＵ30に入力する。ディジタル・スチル・カメラには，二段ストローク・
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タイプのシャッタ・レリーズ・ボタン２も設けられている。シャッタ・レリーズ・ボタン
２の第一段階の押し下げを示す信号Ｓ１および第二段階の押し下げを示す信号Ｓ２もＣＰ
Ｕ30に入力する。
【００１５】
　ＣＣＤ５の前方には，ズーム・レンズ３およびフォーカス・レンズ４が光軸方向に移動
自在に設けられている。モータ・ドライバ７によって制御されるズーム・モータ６によっ
て，ズーム・レンズ３のズーム位置が決められる。また，モータ・ドライバ９によって制
御されるフォーカス・モータ８によって，フォーカス・レンズ４の位置が決められる。
【００１６】
　モード設定スイッチ１によって，撮像モードが設定されると，ＣＣＤ５によって被写体
が繰り返して撮像され，被写体像を表す映像信号が一定周期で繰り返して出力される。被
写体像を表す映像信号がアナログ／ディジタル変換回路10に入力し，アナログ／ディジタ
ル変換回路10においてディジタル画像データに変換される。変換されたディジタル画像デ
ータは，画像入力コントローラ11を介して画像信号処理回路12に入力する。画像信号処理
回路12において，ガンマ補正，白バランス調整などの所定の信号処理が行われる。
【００１７】
　画像信号処理回路12から出力された画像データは，ＡＥ（自動露光）／ＡＦ（自動合焦
）検出回路16に入力する。ＡＥ／ＡＦ検出回路16において，入力した画像データから被写
体輝度が測光され，測光値が算出される。算出された測光値を表すデータは，露光量決定
回路17に入力する。露光量決定回路17には，後述するように撮像シーンに適した複数のプ
ログラム線図を表すデータが格納されており，プログラム線図にもとづいて絞り（図示略
）の絞り値，シャッタ速度（いわゆる電子シャッタ）などの露光量を決めるファクタが決
定される。また，ＡＥ／ＡＦ検出回路16において，入力した画像データのコントラストに
もとづいて，フォーカス・レンズ４のレンズ位置が決定される。決定された露光量および
レンズ位置で被写体の撮像が繰り返される。さらに，ＡＥ／ＡＦ検出回路16において，決
定されたフォーカス・レンズ４のレンズ位置にもとづいて被写体までの距離が算出される
。
【００１８】
　ディジタル・スチル・カメラには，シーン判別回路18が設けられている。シーン判別回
路18は，撮像シーンを判別するものである。判別できる撮像シーンには，人物撮像シーン
，マクロ撮像シーン，風景撮像シーン，夜景撮像シーンなどがある。
【００１９】
　シーン判別回路18は，顔検出の機能も有している。画像信号処理回路12から出力された
画像データは，シーン判別回路18にも入力する。入力した画像データによって表される被
写体像に顔画像が含まれているかどうかが検出される。撮像された被写体像に顔画像が含
まれていることが検出された場合には，人物撮像シーンと判別される。
【００２０】
　また，シーン判別回路18には，ＡＥ／ＡＦ検出回路16において検出された測光値および
被写体までの距離をそれぞれ表すデータも入力する。人物撮像シーンで無い場合において
，被写体までの距離が数十ｃｍのときには，マクロ撮像シーンと判定される。測光値が十
数Ｅｖ以上のときには，風景撮像シーンと判定される。測光値が３～４Ｅｖ以下のときに
は，夜景撮像シーンと判定される。人物撮像シーン，マクロ撮像シーン，風景撮像シーン
および夜景撮像シーンのいずれのシーンも判別できなかったときには通常撮像シーンと判
別される。
【００２１】
　ディジタル・スチル・カメラには，上述のように露光量決定回路17が含まれている。複
数のプログラム線図の中から，判別された撮像シーンに対応するプログラム線図を用いて
，測光値にもとづいて露光量（絞り値，シャッタ速度）が決定される。
【００２２】
　画像信号処理回路12から出力された画像データは，圧縮処理回路13を通過して表示制御
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回路14に与えられる。表示制御回路14によって画像表示装置15が制御されることにより，
繰り返して撮像される被写体像が画像表示装置15の表示画面に表示される。
【００２３】
　撮像モードが設定されている場合においてシャッタ・レリーズ・ボタン２の第二段階の
押し下げがあると，再び測光値算出，合焦制御のための露光量決定，フォーカス・レンズ
４の位置決め，撮像シーン判別，画像データの記録のための露光量決定，決定された露光
量での撮像が行われて上述のように，画像信号処理回路12から画像データが出力される。
画像信号処理回路12から出力された画像データは，圧縮処理回路13において圧縮されてメ
モリ19に一時的に記憶される。画像データはメモリ19から読み出されてメディア・コント
ローラ20によってメモリ・カードなどの記録メディア21に記録される。
【００２４】
　図２（Ａ）および（Ｂ）は，露出制御処理と被写体の明るさとの関係を示している。図
２（Ａ）は撮像モードが設定されているがシャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押
下前であるいわゆるスルー画撮像時の関係を示し，図２（Ｂ）はシャッタ・レリーズ・ボ
タン２の第一段階の押下後の関係を示している。
【００２５】
　図２（Ａ）を参照して，ＣＣＤ５のダイナミック・レンジは比較的狭く４Ｅｖ程度であ
る。スルー画撮像時においては，１回の撮像により得られた一駒分の画像データを用いて
露光量が決定され，決定された露光量にもとづいて露出が設定（絞りの設定，シャッタ速
度の設定）される。設定された露出で再び撮像され，露光量が決定され，露出が設定され
る。このように１回の撮像ごとに露光量の決定，露出設定が繰り返される。ＣＣＤ５のダ
イナミック・レンジは比較的狭いので，設定された露出では比較的正確に露光量を決定で
きないことがある。
【００２６】
　図２（Ｂ）を参照して，シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押し下げがあると
，１回目の撮像により得られた一駒分の画像データを用いて露光量が決定され，決定され
た露光量にもとづいて第１回目の露出が設定される（設定露出１）。第１回目の露出と異
なる第２回目の露出が設定される（設定露出２）。さらに，第１回目および第２回目の露
出と異なる第３回目の露出が設定される。３回の露出制御で行われた３回の撮像で得られ
た３駒分の画像データを用いて，合焦制御用の露光量が算出される。ＣＣＤ５のダイナミ
ック・レンジが狭くとも比較的正確に露光量を算出できる。
【００２７】
　図３は，算出された測光値の一例である。
【００２８】
　撮像領域が横方向および縦方向ともに８×８の64の領域35に分割されている。その分割
領域35ごとに測光値（Ｅｖ値）が算出されている。この測光値を用いて合焦制御のための
撮像時の露光量の決定および記録のための撮像時の露光量の決定が行われる。もちろん，
分割測光でなくともよいのはいうまでもない。
【００２９】
　図４（Ａ）および（Ｂ）は，露出設定から表示までのタイム・チャートである。図４（
Ａ）はスルー画撮像の場合を，図４（Ｂ）はシャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の
押し下げがあった場合をそれぞれ示している。
【００３０】
　図４（Ａ）を参照して，時刻ｔ１からｔ２の間に時刻ｔ１以前の撮像により得られた画
像データにもとづいて露光量が決定され，その露光量にしたがって露出が設定される（露
出設定１）。時刻ｔ２からｔ３までの間に，設定された露出で露光（露光１）される。ま
た，その時刻ｔ２からｔ３までの間において，以前の撮像により得られた画像データにも
とづいて露光量が決定され露出が設定されている（露出設定２）。
【００３１】
　時刻ｔ３からｔ４の間に，時刻ｔ２からｔ３の間に露光されたことにより得られる画像
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データが読み出される（読出１）とともに，次の露光が行われ（露光２），次の露出設定
も行われる（露出設定３）。時刻ｔ４からｔ５の間に，時刻ｔ３からｔ４の間に読み出さ
れた画像データによって表される被写体像が表示される（表示１）。また，ｔ３からｔ４
の間に露光されたことにより得られる画像データが読み出され（読出２），かつ次の露光
が行われる（露光３）。時刻ｔ５からｔ６の間に被写体像の表示（表示２）および読み出
し（読出３）が行われ，時刻ｔ６からｔ７の間に被写体像の表示が行われる。
【００３２】
　このように，シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押し下げ以前のスルー画撮像
時においては，一駒分の撮像により得られた画像データを用いて露光量の決定，露出制御
および被写体像の表示が繰り返される。上述したように，ＣＣＤ５のダイナミック・レン
ジが比較的狭いことから，比較的正確な露光量決定ができない。また，スルー画撮像時に
おいては，被写体像の表示に適するように絞りの設定が行われるので，合焦制御に適した
絞りとならないことがある。
【００３３】
　図４（Ｂ）を参照して，時刻ｔ11においてシャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の
押し下げがあった後は，時刻ｔ11からｔ12における露出設定（露出設定１），時刻ｔ12か
らｔ13における露光（露光１）および露出設定（露出設定２），時刻ｔ13からｔ14におけ
る読み出し（読出１），露光（露光２）および露出設定（露出設定３），時刻ｔ14からｔ
15における被写体像の表示（表示１），読み出し（読出２）および露光（露光１）が行わ
れる。シャッタ・レリーズ・ボタン２の押し下げ後は，時刻ｔ14からｔ15までに表示され
る被写体像と時刻ｔ15からｔ16までに表示される被写体像と時刻ｔ16からｔ17までに表示
される被写体像は，すべて時刻ｔ12からｔ13までに露光されたものとなる。そして，３回
の露出設定は，図２（Ｂ）に示したように，被写体像の明るさをすべてカバーするように
異なる露出量とされる。３回の露出で撮像された３駒分の画像データ（時刻ｔ13からｔ16
までに読み出される）を用いて被写体の測光値が算出されることとなる。
【００３４】
　図５（Ａ）および（Ｂ）は，プログラム線図の一例である。
【００３５】
　図５（Ａ）は，人物撮像シーン用のプログラム線図である。人物撮像シーンの場合には
人物が鮮明となるようにする。このために，人物撮像シーン用のプログラム線図は，絞り
を開放側にして被写界深度が浅くなるように設計されている。
【００３６】
　図５（Ｂ）は，風景撮像シーン用のプログラム線図である。風景撮像シーンの場合には
，近景から遠景まで鮮明となるようにする。このために，風景撮像シーン用のプログラム
線図は，絞りが絞り込まれるように被写界深度が深くなるように設計されている。
【００３７】
　人物撮像シーン用のプログラム線図および風景撮像シーン用のプログラム線図のみを図
示したが，その他の撮像シーンのプログラム線図を表すデータも露光量決定回路に格納さ
れているのはいうまでもない。
【００３８】
　図６および図７は，ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートであ
る。
【００３９】
　この処理手順は，上述のように，撮像モードが設定されると，シャッタ・レリーズ・ボ
タン２の第一段階の押下までは，スルー画の表示に適するように決定された露光量で被写
体が撮像され，撮像シーンが判別される。シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押
下があると，判別された撮像シーンに適したプログラム線図を用いて露光量が決定されて
，決定された露光量にもとづいて撮像された被写体像を表す画像データを用いて合焦制御
が行われる。合焦制御により位置決めされた撮像レンズ位置で被写体が撮像されることに
より得られる画像データを用いて再び撮像シーン判別が行われる。判別された撮像シーン
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のプログラム線図を用いて記録するための被写体像を撮像するための露光量が決定される
。決定された露光量にもとづいて記録のための撮像が行われる。
【００４０】
　撮像モードが設定されると（ステップ41でＹＥＳ），被写体が繰り返して撮像され，被
写体像を表す画像データが一定周期で出力される（ステップ42）。上述のように，一回の
撮像ごとに出力される一駒分の画像データを用いて測光値算出，露出設定が撮像周期ごと
に行われ（ステップ43），表示される被写体像が撮像周期で切り替わる。また，撮像によ
り得られた画像データを用いて上述のように，第１の撮像シーン判別が行われる（ステッ
プ44）。撮像シーン判別は，可能であれば撮像周期にあわせて繰り返して行ってもよいし
，撮像周期よりも遅い周期で繰り返して行ってもよい。シャッタ・レリーズ・ボタン２の
第一段階の押下があるまで（ステップ45），ステップ42から44の処理が繰り返される。
【００４１】
　シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押下があると（ステップ45でＹＥＳ），被
写体を撮像することにより得られた画像データを用いて測光値が算出される（シャッタ・
レリーズ・ボタンの第一段階押下後の第１の測光値算出）（ステップ46）。図２（Ｂ）お
よび図４（Ｂ）に示したように，露出量を変えながら被写体を３回撮像することにより得
られる３駒分の画像データを用いて測光値算出が行われる。もっとも，撮像回数は３回に
限らず２回または４回以上とし，撮像回数に応じて得られる駒数の画像データを用いて測
光値を算出してもよい。また，１回の撮像により得られる１駒分の画像データを用いて測
光値を算出するようにしてもよい。複数回（または１回）撮像することにより得られる複
数駒分の画像データを用いて測光値を算出する場合には，複数回の撮像により得られた画
像データは一時的にメモリ（画像メモリ）19に記憶しておき，必要に応じて読み出すこと
となろう。
【００４２】
　つづいて，シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押下の直前（必ずしも直前でな
くともよい）に判別された撮像シーンに適したプログラム線図を用いて，算出された測光
値に対応する露光量（絞り値およびシャッタ速度）が決定される（第１の露光量決定）（
ステップ47）。判別された撮像シーンは，必要に応じて記憶されているのはいうまでもな
い。
【００４３】
　第１の露光量が決定されると，その決定された露光量となるように露出が制御されて被
写体が撮像される（第１の撮像制御）（ステップ48）。第１の撮像制御のもとに被写体が
撮像されることにより得られた画像データにもとづいて撮像レンズ４の位置決めを行う合
焦制御が行われる（ステップ49）。撮像レンズ４が位置決めされると，記録のための露光
量を決定するのに用いられるプログラム線図を選択するために撮像シーンが再び判別され
る。この撮像シーンの再判別のために第１の露光量となる露出で再び被写体が撮像される
（第２の撮像制御）（ステップ50）。第２の撮像制御のもとに撮像されることにより得ら
れた画像データを用いて第２の撮像シーン判別が行われる（ステップ51）。第２の撮像シ
ーン判別で判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて，記録用の画像データを得
るための撮像の露光量が決定される（第２の露光量決定）。
【００４４】
　シャッタ・レリーズ・ボタン２の第二段階の押下があると（ステップ53でＹＥＳ），決
定された第２の露光量となるように露出制御されて，かつ合焦レンズ位置で被写体が撮像
される（ステップ54）。撮像により得られた画像データが記録メディアに記録されること
となる（ステップ55）。
【００４５】
　たとえば，シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押下前における第１の撮像シー
ン判別では人物撮像シーンと判別された場合において，第１の露光量を決定するときには
，図５（Ａ）に示す人物撮像シーン用プログラム線図を用いられるが，シャッタ・レリー
ズ・ボタン２の第一段階の押下後における第２の撮像シーン判別では風景撮像シーンと判
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別された場合において，第２の露光量を決定するときには，図５（Ｂ）に示す風景撮像シ
ーン用プログラム線図が用いられることとなる。第１の撮像シーンと第２の撮像シーンと
の間で撮像シーンが変わるようなことがある場合であっても，適切な撮像シーンを判別で
き，適切なプログラム線図を用いて記録のための露光量を決定できるようになる。人物撮
像シーンと風景撮像シーンとの撮像シーン変化だけでなく，その他の撮像シーンの変化も
同様に適正なプログラム線図を用いて露光量を決定できるようになるのはいうまでもない
。
【００４６】
　図８は，他の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラ２の処理手順の一部を
示している。この図において，図７の処理と同一の処理については同一符号を付して説明
を省略する。
【００４７】
　第２の撮像シーン判別が行われると（ステップ51），第１の撮像シーン判別で判別され
た撮像シーンと第２の撮像シーン判別で判別された撮像シーンとが同一かどうかが確認さ
れる（ステップ61）。同一であると（ステップ61でＹＥＳ），第２の露光量を第１の露光
量と同じと設定される（ステップ62）。第２の露光量を決定する処理が不要となるので，
迅速な処理を実現できる。同一でなければ（ステップ61でＮＯ），第２の撮像シーン判別
で判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて記録用の第２の露光量が決定される
（ステップ52）。
【００４８】
　図９は，変形例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラ２の処理手順の一部を示す
フローチャートである。この図においても図７に示す処理と同一の処理については同一符
号を付して説明を省略する。
【００４９】
　上述した処理では，第２の撮像シーン判別で判別されたプログラム線図を用いて，シャ
ッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押下後に算出された測光値に適する露光量を決定
しているが，この変形例では，第２の撮像シーン判別後に再び測光値が算出される（ステ
ップ63）。再算出された測光値に適する露光量が，第２の撮像シーン判別で判別されたプ
ログラム線図から決定される（ステップ64）。露光量を決定する直前に再度測光すること
となるので，より正確な露光量を算出できるようになる。再算出される測光値は，露出を
変えながら複数回の撮像により得られる複数駒の画像データを用いて算出されるものでも
よいし，１回の撮像により得られる一駒分の画像データを用いて算出されるものでもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図２】（Ａ）および（Ｂ）は，露出設定とその露出で計測できる明るさとの関係を示し
ている。
【図３】測光値の一例である。
【図４】（Ａ）および（Ｂ）は，露出設定から被写体像の表示までを示している。
【図５】（Ａ）および（Ｂ）は，プログラム線図の一例である。
【図６】ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一例である。
【図７】ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一例である。
【図８】ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一例である。
【図９】ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一例である。
【符号の説明】
【００５１】
　２　シャッタ・レリーズ・ボタン
　５　ＣＣＤ
　16　ＡＥ／ＡＦ検出回路
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　17　露光量決定回路
　18　シーン判別回路
　19　メモリ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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